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作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 イミダゾール 疲労感対策 

機能性関与成分名 イミダゾールジペプチド 

表示しようとする

機能性 

本品にはイミダゾールジペプチドが含まれます。イミダ

ゾールジペプチドには、日常の生活で生じるからだの一

過性の疲労感を軽減する機能があることが報告されてい

ます。本品は、一過性のからだの疲れを感じている方に

適した食品です。 

 

２．作用機序 

渡辺は、「活動」という負荷が細胞のタンパク質やリン脂質を酸化するが、このとき体内

に抗酸化物質が不足していると酸化が進み、疲労へと進行するとしている(1)。イミダゾール

ジペプチドは生体内の抗酸化成分として働いており(2-5)、その補充が疲労感の軽減効果をも

たらしたものと考えられる。イミダゾールジペプチドを継続摂取させた人において、身体作

業負荷時の身体的疲労感の軽減とともに、生体内の酸化ストレスマーカーである尿中 8－イ

ソプラスタンおよび 8-OHdG の有意な低下が示されており（6）、抗酸化作用の発現を支持

するものと考えられる。 

また、イミダゾールジペプチドは、生体 pH 付近における緩衝作用を有しており(7-9)、運

動によって生じた乳酸に起因する筋 pH 低下を緩衝し、筋 pH 低下による活動阻害を緩和す

ると考えられている(10)。したがって、イミダゾールジペプチドの補充は、緩衝作用を通じ

て疲労感の軽減に効果をもたらすものと考えられる。 

 イミダゾールジペプチドの経口摂取により、筋中のイミダゾールジペプチド量が増加する

ことが報告されており(11)、その抗酸化作用及び緩衝作用によって、身体的な疲労感の軽減

がもたらされたものと考えられる。なお、イミダゾールジペプチドは、アンセリン（β-ア

ラニル-1 メチル-L-ヒスチジン）、カルノシン（β-アラニル-L-ヒスチジン）が知られる

が、アンセリン、カルノシンは、構造が酷似し生化学的性質が等しく(12)、その総量をイミ

ダゾールジペプチドとして、抗疲労効果を評価した多数の臨床試験が報告されている（6, 

11, 13, 14）。 
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